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◆ 5 月 8 日 第 6 回通常総会開催される  

 第 1 号議案 2011 年度事業報告，第２号議案 2011 年度収支決算案，第３号議案 監査報告について

議案どおりで承認された。第 4号議案として，2012 年度香川県地域自殺対策緊急強化基金事業について

事業計画の修正を行っていくことで承認を得た。 

 

◆ 5 月 8 日 第 36 回理事会開催される 

＜報告事項＞ 

①5月6日に第6回通常総会が開催され，全ての議事が承認された旨報告があった。 

 

理事長あいさつ 

－2012 年度のはじめにあたり－ 

 

 去る 5月 6日の第 6回通常総会において，2011 年度事業と収支決算のご承認を得ました。会員各位の

ご協力にあらためてお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 2011 年度は，相談事業の一つである「身近な人をなくした方のグループミーティング」の継続，技術

援助としての講師派遣，新規事業としては，公開セミナー，ヘルプラインカウンセラー養成講座及びヘ

ルプラインかがわ電話カウンセリングを実施しました。 

公開セミナーは，会員に限定せずひろく参加を呼びかけて，定期的に開催しております。講師が，さ

まざまな視点からグリーフワークに関するテーマを採り上げ，講義，意見交換，演習などをとおして，

グリーフワークについて参加者がお互いに理解を深めあう機会になっています。今後さらなる広報活動

の工夫を図ることで，公開セミナーが，啓発事業として根づいて行くことを目指しております。 

ヘルプラインカウンセラー養成講座並びにヘルプラインかがわ電話カウンセリングは，香川県地域自

殺対策緊急強化基金事業として実施いたしました。心の危機にある方への支援窓口のひとつとして，継

続性と一貫性のある援助を基本コンセプトに，完全予約制の電話相談を開設しました。2012 年度は，さ

らにアクセスしやすいように，即時直通方式相談電話「自殺予防ホットラインかがわ」の実施を準備し

ています。また「身近な人をなくした方のグループミーティング」についても，活動の充実と広がりを

目的に，同基金事業を活用して新規の事業として取り組みます。相談事業それぞれの目的と事業相互の

有機的なつながりを活かすとともに，関係者や関係機関とも協力連携を図ることにより，利用しやすい

心の相談の窓口としての役割を果たして行きたいと考えております。 

今年度も，人材養成事業としてヘルプラインカウンセラー養成講座を開催し，相談事業の充実を図り

ます。あわせて，広報活動の充実と相談部門を担う担当者の継続研修を今年度の主要課題として取り組

んでまいります。一人でも多くの方に，必要な情報が届けられるように，そして，質のよいサービスを

提供できるように，私たちはなおいっそう，一人ひとりの自己陶冶と技術の向上に努め，「地域でグリ

ーフワークを」を目標に掲げ精進してまいります。 

     2012 年 5月 30日 

                                グリーフワークかがわ 

                                  理事長  杉山洋子 



②法人市民税，県民税の減免手続きは対応済みであり，県税事務所へは総会での承認済決算書を提出予定。 

③2011年度香川県地域自殺対策緊急強化基金事業実績報告が受理され、決定額が通知された。 

④2012年度香川県地域自殺対策緊急強化基金事業の内示が4月1日で出た。 

⑤2011 年度決算報告・事業報告の所管庁への報告を行う予定。 

⑥ヘルプラインかがわ電話カウンセリング実施状況について，3月、4月の予約状況と相談の実施について報

告があった。 

 

＜審議事項＞ 

１．広報活動について 

基金事業をはじめ当会事業の広報活動について、方法の検討をおこない①～⑥の内容で承認された。 

① 関係機関、団体への広報活動役割分担（原稿作成，出張，レクチャー等）について 

渉外担当としてのプロジェクトチームをつくることが発案され、既存の依頼先に加え、新会員の協力

も得ながら会員それぞれのネットワークを活かし、さらに多方面へのアプローチをおこなっていく。 

② ＰＲの内容について 

グリーフワーク“喪失”を切り口として、他の相談窓口ともタイアップ可能なようにしていく。具体

的には相談窓口情報、公開セミナー、講師派遣等技術援助、人材育成事業、会員募集等とする。 

③ ニュースレターの編集について 

特集を組み入れる等、誌面の工夫をおこない、グリーフワークに関連した書籍紹介や国内外の動き等

のトピックを掲載していく。 

④ 各事業のブロシュール作成について 

・ 公開セミナーの広報…その都度チラシで対応する。 

・ グループミーティングのブロシュール…修正案を集中審議し早急に作成にとりかかる。 

・ ヘルプライン電話カウンセリングブロシュール…加筆修正を行い発注する。 

⑤ GWKのブロシュール改訂版…事務局の新電話番号と受付時間を掲載することと、「あゆみ」の箇所を除

くか或いは極力凝縮させ、空きスペースに事業内容の詳細を加筆する。 

⑥ 各事業のPR用カード作成 

グループミーティングのカード以外は、早急に発注し印刷にとりかかる。ヘルプライン電話カウンセ

リングについては、無料期間を強調できるようカード紙面を工夫する。 

⑦ ホームページ改訂のための編集作業について 

長期にわたる懸案事項であり、早期遂行のためにはプロジェクトチームをつくることが発案された。 

 

その他：広報のあり方について、理事以外の会員からも意見を聞けるようアンケートを実施することが

発案された。 

 

２．2012 年度事業役割分担について 

プロジェクトチームのメンバー募集を盛り込んだ会員向けにアンケートを取ることについて了承。 

 

「自殺予防ホットラインかがわ実施」、「公開セミナー実施要領（案）」、「電話相談事業の研修」については、

審議未了。 

 

6 月の予定 

  6 月 3日（日）13：00～ 第 37回理事会 

6月 10日（日）10：00～ グループミーティング 

   


